
(京都トップスクラブ)

副題 羽ばたこう！　2022年ワイズ100周年に向かって！

　世界銀行は4月、欧州や中央アジアの新興国経済の成長率見通しを発表しました。ロシアの軍事侵攻を受
けたウクライナは2022年の実質成長率がマイナス45.1%と、記録的な落ち込みになると予想されました。日米欧
から経済制裁を受けているロシアもマイナス11.2%になると見込んでいます。
　ウクライナ情勢は先行きが不透明で世界経済に暗い影を落とすこととなりました。ウクライナは2021年3.4%成
長から急降下となり、国際社会でのさらなる支援が必要になります。ウクライナでは、すでに1,000万人以上が
侵攻のために自宅を離れ、近隣諸国には約500万人が避難しているといわれています。ＹＭＣＡでは侵攻が
始まった直後から、ヨーロッパＹＭＣＡ同盟が中心となり緊急支援活動を行っています。
　西日本区では、3月よりウクライナへの緊急支援募金のご協力を皆様にお願いし、日本YMCA同盟に募金総
額2,688,929円を送金致しました。
　西日本区の皆様のご協力に感謝いたします。有難うございました。

2022年4月2日・3日 西日本区第3回役員会ハイブリットにて開催。
膨大な資料のもと2021-22年度 西日本区第3回役員会及び2022-23年度 西日本区第1回準備役員会が、久
しぶりに2日間開催で行うことが出来ました。今期、各部会や周年記念例会もことごとく中止や延期となりました
が「常にできること」形は変われど工夫すればできると捉えオンラインやハイブリットの会議を今迄以上に普及
することにより、西日本区の皆様は、ウイズコロナ時代を工夫しながら乗り越え、素晴らしい活動を数多くして頂
いた活動報告の発表がありました。
有難うございました。又、議案及び協議案も大変多く提出され、終了時間が遅れましたことにお詫びいたしま
す。
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新山 兼司西日本区理事

2022年4月2日 大阪長野ワイズメンズクラブ創立45周年記念例会が河内長野市立交流センターにて開催され
ました。
瀧本泰行会長をはじめ会員各位の皆様に、心からお祝いを申し上げます。
45周年、誠におめでとうございます。

4月4日 ワイズ将来構想特別委員会オンラインにて開催。
西日本区大会実行委員会オンライン会議と重なった為、私からの報告のみ記載致します。
① 西日本区地域奉仕・環境事業委員会の提案・提言に対する回答報告。
② 3月26日開催の西日本区オンライン交流会についての報告。
③ 第1回パーパスブランディング委員会の報告。

理事通信
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4月23日 彦根シャトーワイズメンズクラブ
40周年記念例会がエクシブ琵琶湖にて
開催されました。
正村暁子会長をはじめ会員各位の皆様
に心からお祝いを申し上げます。
40周年誠におめでとうございます。

4月8日 歴代京都部部長懇談会 祇園栩栩膳にて開催。
2年連続で京都部部長をされている中村部長の労いと京都部部会開催のエール
を送り歴代京都部部長が集まり、ワイズ談義に多いに盛り上がった懇親会でした。

4月4日 西日本区大会実行委員会オンラインにて開催。
今期、コロナ禍のもと開催日程が単日開催となりました。トップスクラブと協
力クラブの岡山クラブの皆様と本当に素晴らしい大会になるよう企画して
頂いています。内容を掲載できないのが残念ですが、6月11日岡山でお
待ちしています。
多くのご参加を宜しくお願いいたします。

4月12日　YMCAウクライナ避難民支援活動報告会オンラインにて開催。
日本YMCA同盟より今後、YMCAの支援を受けてのウクライナからの避難者の来日が続くことが予定されてい
ます。全国のYMCAやワイズメンズクラブの皆様にも受け入れ支援のご協力、さらなる募金の呼びかけをお願
いしたく報告会を実施されました。

4月13日 京都トップスクラブ4月例会ハイブリットにて開催。
テレビでおなじみの武田邦彦様より「環境・エネルギー問題
とこれからの日本」
というテーマで基調講演をされました。日本の工学者として
難しいお話かと思っていましたが、分かり易く実りのある講
演でした。
又、3名の新入会員入会式が開催されました。

4月１７日 第26回京都部部会ウェスティン都ホテル京都
にて開催。
2期京都部部長をされている中村部長の熱い思いが伝
わる熱気・活力・感動を頂いた素晴らしい部会でした。
又、京都部メネットアワーも最高でした。

4月19日 第7回東西交流プログラム委員会オンラインにて開催。
プログラム内容・予算内容について検討されました。
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ルカ　24:5

 新入会員の皆様　入会おめでとうございます!　2名
4/30入会 　北島伸三 　神戸ポートクラブ 　六甲部

聖書の小窓 「やまない雨はない」

　イースターおめでとうございます。イエスの復活の朝、女性たちは明け方早くに、香料をもって墓にいきまし
た。するとイエスの遺体はなく、輝く衣をきた２人の人が立っていました。彼らは「なぜ、生きておられる方を死
者の中に捜すのか、イエスは復活なさった」と告げたのです。私たちは死者の中にイエスを探すのではなく、
復活し生きておられるイエスを見るのです。死を超えて命があることを天使は告げたのです。
　作家マーク・トウエインの有名な逸話があります。ある日曜礼拝からの帰り、教会の扉をあけると雨が降ってい
ました。彼の友人が「この雨は止むだろうか？」と言いました。するとマーク・トウエインは「いままでに止まな
かった雨はないよ」と答えました。この話はとても短いものですが、ここに「希望」が見えます。悲しみの雨が
降ったとしても、いつかは止む。止まない雨はないのです。
　私たちの人生もこの世での終わり「死」がやってきます。しかし、神様からいただいた命はそこでは終わりませ
ん。新しい命への希望があたえられます。死の中に生を見る。絶望の中に希望を見る。それがイースターで
す。

Youth Involvement Activities　
  「若者の参画と活動」

　ユース達への温かい支援を。
　国際社会へ羽ばたいていく青少年の人材育成に努めましょう。

Yサ・ユース事業主任　河口裕亮（彦根シャトークラブ）

「ユース」の意味については、我々の定款によると「ワイズ会員のコメット（ご子息）だけではなく、YMCAのリー
ダー、そのOP、海外からの留学生も含む若者の総称」であると記されています。そして私たちが常日頃取り組
んでいるワイズ活動においても、クラブメンバー以外のユースをも巻き込んで活動の輪を広げていく事はとても
大切な事とされています。ワイズ・YMCA・ユースのトライアングルで社会奉仕活動に携われる仕組みづくりを、
皆さんのクラブや地域でも是非お考え頂き、実行に移していきましょう。若い人達の力を取り入れ、お借りしな
がらワイズ全体の力を高め、次世代を担う人づくりに努めましょう。

*会員異動報告書4月19日まで受付分

4/1入会 　竹井幸義 　広島クラブ 　西中国部

 ※２０２１年４月からの累計　67名入会

なぜ、生きておられる方を死者の中に捜すのか。あの方は、ここにはおられない。復活なさったの
だ。
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日本YMCA同盟
協力主事/担当主事 光永尚生(三島クラブ)

同盟総主事レポート　
　
　世界が一変した2月24日のウクライナ侵攻から、わずか46日足らずですが、1000万人が避難し420万人が国
外に避難しています。ヨーロッパYMCAが、即座に避難者支援を開始し、その一環の中で、日本への避難者
の支援活動がなされています。すでにNHKほか各種メディアで紹介されていますが、日本YMCA同盟では3
月18日、「ウクライナの家族を日本に呼び寄せたい」という方の避難支援を行ったことを機に、次々と相談が寄
せられるようになり、現時点で27組61名の支援依頼がきています。
　この原稿を記している4月8日の日本YMCA同盟会館には、ウクライナから避難してきた5歳の女の子の明る
い歓声が響き渡っています。日本に身寄りのない母子家庭の母マリアさんと娘アリサさんは、絶え間ない爆撃
音と空襲警報の中、様々な経路をたどって日本にたどり着きました。所持金は2千円ということでしたが、東京
都の「ウクライナワンストップ支援」の初期のケースとして住宅、就労、生活支援を受けるまで数週間程度の生
活支援をYMCAが行っています。アリサさんは見る見るうちに日本の春を満喫、警戒心から解放され、笑顔を
取り戻しているとマリアさんは語っています。これから仕事とアリサさんの教育を考えていきたいとのことです。
　今週到着予定の、東部ウクライナのドネツクに住むご家族は、結婚して広島に住んでいるウクライナ人の姉
のところに避難したいと日本YMCA同盟に相談がありました。当初ウクライナYMCAからは、生後6か月、2歳、5
歳のお子さんを連れて戦闘地域を移動するのは難しいと連絡があり、あきらめかけたのですが、深夜に避難
列車が出ることになり、24時間かけてリビウに到着。そこでヨーロッパYMCA・ウクライナYMCAの支援スタッフ
に会うことができました。渡航手続きも困難の中、紆余曲折を経て来日の見込みとなっています。戦争避難者
は圧倒的に母子家庭か高齢者ですので、子どもの教育問題、子育て支援、高齢者の孤立の問題などが避難
後の課題となっています。
　ブチャやオデッサなどで攻撃が激化したというニュースが流れると、その地域からの避難の相談が、国内外
から寄せられます。ウクライナ国内ともzoomや携帯で連絡を取り合っているのを見ると、世界はリアルにつな
がっていると感じます。新しいテクノロジーでの連携、協働でありながら、YMCAのヨーロッパの仲間が、母国に
押し寄せる多くの避難者支援の中、日本を目指す方の支援を丁寧にしてくださることに深い感謝の思いと、
YMCAの同労者という思いがこみ上げてきます。
　このような支援経路をたどって日本に避難されてきた方々の生活支援もこれから大切になってきます。現在
の支援活動については明日詳しくご説明いたしますが、皆さまの善意の募金が、世界のYMCAの連帯の中で
生きた支援となっています。ウクライナに平和が訪れることを願いつつ、戦火を逃れた方々への支援を継続し
ていきたいと思います。急なお知らせではありますが多くの方にお知らせしたく、ご参加をお待ちしています。
　4月7日にNHKで放映されたニュースもご覧いただければ幸いです。　　　　（総主事　田口努）

1．世界のYMCAの支援活動
■ウクライナYMCA国内の支援状況（4/4付）
激化する戦火の下でウクライナのYMCAは、避難できなかった障がい者や高齢者の生活支援をはじめ家屋を
失った方への宿泊提供、子どもたちの不安を緩和するためのレクリエーションや教育の提供など、多方面にわ
たる支援活動を実施。上記サイトには、支援の様子が写真と共に公開されている。
■モルドバYMCAの支援活動　
YMCA会員たちが避難者を国境まで車で出迎えたり、ホームステイを受け入れている。地元NGOとも協力し食
料や生活用品の配布も実施。
■ルーマニアYMCAの支援活動
政府や他NGOと協働で、ウクライナからの避難者を24時間体制で受け入れているほか、国境付近で活動する
ボランティアにも食事を提供するなど、長期的な支援体制を築いている。
下記にも随時、各国の近況が掲載されています。ご参考ください。
▽ヨーロッパYMCA同盟 
▽世界YMCA同盟

2．日本のYMCAの支援活動
■【日本YMCA同盟】ヨーロッパ同盟と連携し、日本への避難をサポート　
日本への避難を希望したウクライナ人女性テティアナ・ロパテンコさんを、ポーランドとヨーロッパYMCA同盟、
日本YMCA同盟が連携してサポート。3月18日、無事に日本の家族と再会しました。
▽日本に避難したテティアナ・ロパテンコさんの手記
これを機に日本YMCA同盟では、ウクライナからの避難サポートを開始。これまでに3家族の避難を支援しまし
た。引き続きYMCAのネットワークを活用して日本への支援を行います。
▽避難ご希望の方へ（英語版）
▽避難ご希望の方へ（ウクライナ語版）
■【横浜YMCA】ウクライナ緊急支援募金のための演奏会　
■【熊本YMCA】専門学校学生たちが平和を祈りヒマワリの種を飛ばしました。
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■緊急支援募金のお願い
すでに多くの方にご賛同いただいておりますが、4月30日まで募金を受け付けています。引き続き第2期支援
募金の実施も検討しています。ご協力をお願いします。
お預かりした募金はヨーロッパYMCA同盟および日本YMCA同盟を通し、避難者の受入れ支援、生活支援、
復興支援のために用いられます。

3．世界のYMCAのトピックス
■世界YMCA大会「ignite」7/3-7/9
現地参加（デンマーク）／オンラインのハイブリッドで開催。現在、世界各国・地域より現地／オンライン
■28日間の気候変動チャレンジ
3月26日のアースアワーから4月22日のアースデイまで28日間、各地で様々な形で開催。
■ジェンダー（国際女性デー）
3月8日の国際女性デーに合わせ、APAY（アジア太平洋YMCA同盟）では各地の女性の声を聴く「Her Story」
を実施したほか、アジア各地で取り組みが行なわれた。
▽インド：ランチYMCAの取り組み
女性の人口が男性より少ない現状を受け、スラム街に住む女性110人を対象にセミナーを実施。
▽バングラデシュ：サバールYMCAでジェンダーワークショップ
ジェンダーの不平等が社会や文化にどんな影響をもたらしているか等、解決方法についても学んだ。

4．日本のYMCAのトピックス
■【茨城YMCA】「子育て相談センターぶどうの木」オープン
■【東京YMCA】「東京大空襲体験絵画展」に400人来場
平和の大切さを伝えたいと3月1日～9日、「第7回平和展」を開催。
■【名古屋YMCA】「かりやYMCA保育園」を新設
愛知県刈谷市に4月、定員135人の新しい認可保育園がオープン。
●【奈良YMCA】アートアカデミー作品展
3月11日～12日、奈良市美術館にて「奈良YMCAアートアカデミー作品展」を開催。
■Amazonみんなで応援プロジェクト「新生活を応援」
全国のYMCAがAmazonとともに取り組んでいる社会貢献プロジェクト「みんなで応援」。
■「Y's×SDGs Youth Action2022」選考結果
ワイズ・YMCAパートナーシップ委員会か主催する「Y's×SDGs Youth Action2022」は、3月6日（日）にプレゼ
ンテーションイベントがオンラインにて開催されました。全国各地域からユースの18チームのエントリーがあっ
たアクションプランは、選考委員会により計10チームが選考されました。

5．日本のYMCAのトピックス［これからの開催
■【広島YMCA】ホノルルYMCAとのオンライン交流プログラム参加者募集
■【鹿児島YMCA】第8回鹿児島YMCAチアダンススクール発表会開催

6．日本YMCA同盟からのお知らせ
■第11回（2022年度）日本YMCA同盟協議会は6月18日-19日、ハイブリッド形式で開催予定。
 4月下旬に加盟YMCAおよび関係者に第一報をご案内の予定です。
■2021年度日本YMCA主事資格審査
2021年度主事認証にむけ、申請者8名が提出した論文について論文審査委員による論文審査が3月に完
了。4月22日に主事資格認定委員による口頭試問により最終審査が行われる。
■2022年度日本YMCA研究所主催研修
今年度も感染症対策に配慮をしながら、集合とオンラインを組み合わせての研修を計画。専門職管理者研修
（7月中旬）、ステップⅡ（9月下旬から12月初旬 65日間）、ステップⅢ（2023年1月）のほか、5月から今年度も
年間10～12回程度のオンライン研修を開催。

7．2022年度日本YMCA　総主事人事
■千葉YMCA　廣田光司氏→山添仰氏へ■広島YMCA　殿納隆義氏→竹井幸義氏へ
■山梨YMCA　露木淳司氏→中田純子氏へ■富山YMCA　上村香野子氏
■鹿児島YMCA 　㲕雄二氏→新内博之氏へ
■福岡YMCA　大塚永幸氏帰任　総主事業務取扱（熊本YMCA）
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■ 熊本ネクサスクラブが2022年6月30日付けで解散となります。

■ ワイズメンズクラブ国際協会100周年 ／ 東西日本区25周年記念

第３回東西日本区交流会　　　　　　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
語ろうワイズの未来！共に手をとり次の100 年へ
2023 年2 月4 日（土）～2 月5 日（日）

■ 御報告事項
■ 京都みやびクラブが2022年6月30日付けで解散となります。

■ ワイズメンズクラブ国際協会創立100周年を祝う会

2022 年11 月15 日（水）～11 月17 日（金）       台湾・台北市

■ ウクライナ緊急支援募金について

　　西日本区のクラブ・会員様から日本ＹＭＣＡ同盟へ
　　送金された支援金総額は2，688，929円でした。
　　多くの善意に心より感謝申し上げます。
　　＊2022年4月25日現在
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京都ホテルオークラ

近江八幡

■ 広報・情報委員会からのお知らせ

西日本区のFacebook グループが誕生しました。
　西日本区 広報・情報委員会では、前回実施のアンケートでも要望があり、発信Tool の多様化、西日本区、
各部、各クラブからの発信をより多くの人々に見て頂ける事を期待して、この度、Facebook グループを作成致
しました。
　このグループには何方でも参加して頂けます。 参加方法は、ページにアクセスして頂き、 グループに参加 
ボタンを押して頂くだけです。
　参加された方は、本グループに投稿することが出来ます。但し、投稿に付いては、個人的な発信や、部・クラ
ブ内だけの連絡情報の発信、その他の不適切な投稿を避けるため、複数名の管理者により審査され承認され
たものだけが掲示されます。
　又、部・クラブの活動については、極力、自部・自クラブのウエッブサイトへ誘導というスタイルで、リンクURL 
を利用して頂く様、御協力下さい。自部・自クラブでのウエッブサイト利用が難しい場合は、広報・情報委員会
（ jwr-pr@ys-west.sakura.ne.jp ）まで御相談下さい。
　西日本区のFacebook グループへは、以下のＵＲＬ又は、ＱＲコードからアクセス
して頂けます。
　　　https://www.facebook.com/groups/4751417974955080
　本Tool の健全な発展のため、又、一人でも多くの人々へ情報が届く様、
皆様の御参加をお待ち申し上げます。
併せて、区ＨＰ（ http://www.ys-west.or.jp/ ）もご訪問下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西日本区 広報・情報委員会

開催場所

■ 周年例会情報

■理事事務局から
　各クラブ、各部などで西日本区内に広く周知したい情報があれば、
　西日本区書記 河合博之までお知らせください。　　原稿の締め切りは毎月２０日必着でお願いします。

2022年5月7日(土) 京都パレス 50周年

開催日 クラブ 記念例会

■ 2021～2022年度　各部部会開催日程
開催日 部 部会開催場所

ホストクラブ

5月14日(土) び わ こ 部
近江今津市民会館

懇親会：マキノグランドパークホテル
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ホストクラブ／
協力クラブ ／

◆ 今大会の申し込みについてのご注意
　1 大会登録申込、登録費のお支払い
　　「大会参加要項」をご覧の上、各クラブで集約してクラブ単位で大会登録委員会へ申し込みと
　　大会登録費のお支払いをお願いします。
　2 宿泊の申し込み
　　宿泊される方は各個人にて宿泊先の手配をお願いいたします。
　　(※別紙にホテル案内を付けています。株式会社ツアーポート様には各自で直接お申し込みください。)
　3 送迎バスについて　(西日本区大会用）　
　
　　岡山駅から大会会場の岡山国際ホテルまで臨時送迎バスをご用意しております。
　　片道260円です。是非ご利用ください。　　駅前でのタクシーのご利用は台数が少ないため困難な時がありま
す。
　　※詳しくは別紙臨時バス運行についてをご覧ください。
　　（バス利用人数を把握したいので登録申込書に往路・復路それぞれにご記入ください。）
　4　昼食について
　　ホテル周辺には飲食店等がないので、駅周辺で昼食を済ませて会場にご来場ください。

　ワイズメン、メネットの皆さま　こんにちは！
　ご案内が遅くなしましたこと誠に申し訳ございません。
　2022年6月に第25回西日本区大会が開催されます。開催地は西日本区大会が初めて開催された岡山県で
行います。　25年目になる大会で原点回帰の意味でこの地の開催としました。
　未だなお新型コロナウィルス感染症の影響が残る時節柄ですが、感染対策を万全に安心・安全な大会を開
催いたします。
　私たち大会実行委員会は2020年末より活動を開始して、大会の企画や準備を開催地の岡山ワイズメンズ
クラブと一緒に行ってきました。
　大会日程が１日となりましたが参加して良かった！　楽しかった！元気がもらえた！と思って頂ける中身の
濃い大会を開催して行きたいと考えております。
　是非沢山のワイズメン、メネットの皆さまと岡山の地でお会い出来る事を楽しみに心よりお待ちしておりま
す。

2022年3月吉日
第25回西日本区大会実行委員長 髙坂 　訓　
京都トップスワイズメンズクラブ会長 今西　宏樹
岡山ワイズメンズクラブ会長 高原　良子
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